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中間業績予想の修正に関するお知らせ 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 13 日の第 1 四半期決算発表時に公表した、平成 17
年 12月期の中間期（平成 17年 1月 1日～平成 17年 6月 30日）の業績予想を下記のとおり修正いた
しましたのでお知らせいたします。 

記 
１． 中間期の業績予想数値の修正（平成 17年 1月 1日～平成 17年 6月 30日） 
（１）連結                                 （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想 (A) 7,100 640 320 
今回発表予想 (B) 7,060 660 330 
増 減 額  (B－A)            △40            20 10            
増 減 率  (%)            △0.6           3.1           3.1 
（ご参考） 
前中間期実績（平成 16年 12月期） 7,064 1,025 458 

（２）個別                                 （単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想 (A) 6,900 490 240 
今回発表予想 (B) 6,930 620 315 
増 減 額  (B－A)             30 130           75     
増 減 率  (%)            0.4           26.5 31.3 
（ご参考） 
前中間期実績（平成 16年 12月期） 7,000 906 392 

２． 修正の理由 
売上高につきましては、連結・個別ともほぼ前回予想通りとなりました。一方、個別の利益に

つきましては、新規開業費用が発生したことにより、新規出店のなかった前中間期と比較し減益

とはなりましたが、国内事業部門での仕入・外注費を中心とした売上原価率の低下および販管費

の削減に努めたこと、また、ドル高により為替差益が発生したこと等により、経常利益及び中間

純利益は前回予想に対して大幅な増加となりました。なお、連結の利益につきましては、ハワイ

における新規チャペル２ヵ所の開発費用等増加の影響があったものの、前回予想に比較して、経

常利益につきましては 20百万円、中間純利益につきましては 10百万円と若干の増加となりまし
た。 

３． 通期の業績見通し 
平成 17年 12月期通期の業績見通しにつきましては、連結・個別とも変更ございません。 

以 上 


